
地域共生社会の実現に
向けた取組報告

鹿児島県鹿屋市

社会福祉法人鹿屋市社会福祉協議会



101,737人
45,691世帯 令和元年6月1日現在





（R1.6.30現在/鹿屋市ホームページ）

【人口等】

〇人口 ：５７６人

〇６５歳以上：１３６人

〇高齢化率 ：２３.６％

〇世帯数：２７４世帯

【特徴】
・市営（９０戸）県営住宅（５１戸）が
ある。
・昔の長屋型の市営住宅居住者
がマンション型に移り、高齢化し
ている。
・県営住宅には若い世帯が多い。



昔の市営住宅(イメージ)

県営住宅

市営住宅



【町内会の組織】

福祉部 体育部 環境整備部

会長
理事3名

民生委員1名
在宅福祉アドバイザー1名

【町内会の組織作り】

平成26年度町内会長に就任

後、２年間でそれまでなかった

町内会の理事・部会制度、見

守り隊の結成、高齢者クラブ

創設、３世代交流イベント等、

住民主体の地域づくりを行っ

てきた。



地域での孤独死→“地域での悲しい出来事を未然に防ぎたい”

町内会でアンケートを実施→“孤独感を感じる高齢者が多い”
⇓

支え合いマップづくりを実施→“把握できていない住民情報もあった”
（市営・県営の集合住宅が多く把握が困難であった）

⇓
地域住民へチラシを作成し、活動の周知を行う

⇓
「泉ヶ丘ふれあい隊」の結成

⇓
活動開始時は、名刺代わりにポケットティッシュを配布

⇓
月1回定例会を行い情報交換を行う



昔は長屋で地域のつながりも深かった…
マンション化により住民同士のつながりが希薄化…

“地域の声を聴いてみよう！！”→住民アンケート実施

・町内に住む65歳以上の高齢者を対象に実施

・「困りごとがある」「孤独感を感じる」との回答が多かった

・見守り活動を積極的に利用したいとの声も多かった



①平屋 ②市営住宅 ③県営住宅 の３地域に分け実施

③県営住宅②市営住宅①平屋



・自分の町内でどのような人のつながり
があるかを確認できた。

・子どもと住んでいても、日中１人でいる
方や若い障がい者の方を把握できた。

・みんなの頭にある情報を１つのマップ
に落とし込み，共有できた。

２４名（変動あり）の対象者に対し１０名で
見守る体制に！！

・課題解決の一つとして、既存のサロンに
加え、見守り隊の発足に向けて動き出す。



←ポケットティッシュ

↓チラシ



月に１回おひとり暮らしの方を中心に集
まり、不足しがちな野菜をふんだんに使っ
た季節のものをみんなで食べたり、小物作
り等を行っています。
健康や料理や昔話などいろいろな話に花
が咲き、時間を忘れて過ごしています♪

・クラブの活動以外にも、町内会活動の支援
の中心になっています。
・毎月１５日にグランドゴルフをした後に、
交流会（早く言えば飲ん方）５００円会費
で、料理は持ち寄り、漬物をつけてくる男
性も！！

➔毎月１５日が待ち遠しい！！



・ソーメン流し

助け合いが生まれるには、まず地域にどんな方が

住んでいるかをお互いが知る事。

➔他人事を我が事として考える第一歩

・十五夜、大人対子どもの綱引き ・餅つき大会



生活支援コーディネーターと町内完結型の生活
支援の取り組みを話し合う

ゴミだし等のちょっとした困りごとのニーズに対
し、町内で解決できないか検討

話し合いは夜に行われるため、
毎回民生委員さんが夕食を準備
して下さり、みんなで食べます。
この心遣いが、楽しく続けられ
る秘訣かもしれません！！



泉ヶ丘きばいもんそ会がお手伝いします！

ちょっとした困りごと
教えてください！

【受付】平日9時～15時
【電話】○○○-○○○〇-○○〇〇

泉ヶ丘 きばいもんそ会とは？

ゴミ捨て場にゴミを持っていくのが大変…
電球交換の手伝いがほしい…
簡単な庭仕事を手伝ってほしい…等
泉ヶ丘に住んでいる方々のちょっとした困り事を泉ヶ丘の有志達が安
価でお手伝いします。

まずはお電話
ください

内容に応じ
てお手伝い
します

泉ヶ丘の仲間
が伺います



金額 時間の目安 お手伝いメニュー

３００円 ３０分程度

・ごみ出し（月単位）
・おかずの提供
・簡単な裁縫
・電球交換、電化製品の取扱い
・屋内の家具の移動（１人当たり）
・書類の代読・代筆
・簡単な掃除

６００円 １時間程度

・簡単な庭仕事
（草取り、水まき、種まき・定植等）

・簡単な剪定
・簡単な大工仕事
・病院付き添い
・話相手、子守り

※事前にたすけあい券の購入が必要（１０枚綴１，０００円分）

※会費（初回のみ）
・町内会員 ３００円
・町内会員外 ６００円

町内会への加入促進も狙い
ます！！



項 目 利 用 者 支援者

登録者数 ２１人
１４人

（男８人、女６人）

登録状況 ４２歳～９２歳 １２歳～８５歳

平成３０年５月２０日現在

利用者 支援者

困りごとの
依頼

きばいもんそ会
支援者の調整

お手伝い

たすけあい券

登録・たすけ
あい券の購入

登録・たすけ
あい券の換金



表紙の写真から２年
…応援して下さる方
が増えています！！



【主な依頼内容】
・庭木の剪定・草刈・見守り・ごみ出し
・犬の散歩・衣替え・神棚撤去など

月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

件数 ２ ３ ２ ６ ２ ２ ５ ５ ８ ６ ４ ４５

多



今後の目標

青壮年部を作り、若い世代を引き込むこと！

地域の仲間の為に
きばいもんそ！（頑張りましょう！）





（R1.6.30現在/鹿屋市ホームページ）

【人口等】

〇人口 ：１７５人

〇６５歳以上：７８人

〇高齢化率 ：４４.６％

〇世帯数：９９世帯

【特徴】

・幹線道路から入り込んでおり

、人家が点在している。

・芋畑がたくさんある。

・池があり、キャンプ場も併設





【開催場所】白寒水公民館

【参加人数】7名

【開催日時】月1回～2回

【活動内容】健康体操、笑いヨガ、レクリエーション、食事会



・参加者が高齢のため、年々足腰が弱ってきている。

・公民館までは、距離があるのでサロンに参加したく

ても自分で歩いていくことが難しい。

・サロン同士の仲間で、車の送迎を考えたが、運転手

も高齢のため事故が不安



・地元の高齢者福祉施設にサロンの送

迎を月１回程度お願いできないか相談

・サロン代表者と福祉施設と社協の３

者で協議

・施設側の理解を頂き、試験運用から

本格実施までを実現



・最近ベトナム人を良く見る。

・地元の養鰻組合の技能実習生らしい。

・せっかく同じ集落に住んでいるのだから、交流が

できないか。⇒同じアジア人じゃないか！

・施設のサロン送迎（初回）を開始式にして、ベト

ナムの技能実習生達を招待しよう。







・毎月１回交流会を継続

・ベトナム人技能実習生とサロン参加者等が、回を重ね

るごとに親しくなる。

・地域住民と実習生の相互理解が促進される。

・今年の９月に実習生２名が、３年間の期間を満了し国

に帰るため、お別れ会をすることに…









・少子高齢化が進行し人口減少が進むなか、外国人材

の受け入れが大きな議論を呼んでいる。

・これには、地域における多様性を受け入れ、少数派を

排除しない気運の醸成が不可欠となる。

・この取り組みは、地域共生社会の実現向けて、一つの

モデルになるのではないだろうか。


